
 

南丹市日吉町郷土資料館 

秋の体験講座「謡曲・仕舞・狂言の夕べ」 
 

平成 29年 11月 23日（木・祝）午後 1時 30分～3時 

協力：前田拓人（舞と鼓）・篠田 栞（謡）河田全休（能管と狂言） 

 

来館者：32人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷土資料秋の体験講座は、来館者のみなさんにさまざまな文化に触れていただくことを目

的に開催しています。今回は能と狂言を学んでいる方を招き、天若湖の歴史にちなみ、水に

縁のある演目を披露して頂きました。かやぶき民家の小さな空間の中で、身近に鑑賞するだ

けでなく、能の舞や謡、また狂言について理解を深めながら、一緒に体験できる講座となり

ました。 

演目「融」を熱演中。能管の音色と謡が民家

中に響き渡りました。 

来館者のみなさんと一緒に「狂言」での泣きと笑いを体験、「鼓」の仕組みと役割などを教えていただきました。 

演目「天鼓」の間の狂言。蓑と笠はフゴの蓋を

使っています。 


